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炭カルの品質確認試験
走査電子顕微鏡による粒子の観察
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コンクリートの特性評価
炭カルの品質確認+配合検討 コンクリートの品質確認
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スランプ試験
①従来のコンクリート，②炭カル置換率25%のコンクリート（添加量100kg/m3）
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廃石膏ボードを原料としてCO2を固定した合成炭酸カルシウムを用いるコンクリートの基本的な品質評価

研究の目的

カーボンニュートラルの実現に向け，廃棄物や副産物由来のカルシウムに排ガスのCO2を固定した，CCU（Carbon dioxide 
Capture and Utilization）材料である合成炭酸カルシウム（合成炭カル）の製造開発が盛んに行われています。当社では，CCU
材料の合成炭カルを大量に使用し，カーボンネガティブを達成したT-eConcrete/Carbon-Recycleの開発と社会実装を進め
ています。本研究の目的は，T-eConcrete/Carbon-Recycleのさらなる普及拡大を目指して，CCU材料の合成炭カルを使用し
たコンクリートの規準や規格の制定に必要なコンクリートの基本的な品質を確認することです。

技術の特長

使用した炭カルは，建設廃材として再資源化が求められる廃石膏ボード由来のカルシウムに，排ガスなどのCO2を固定して合
成したものです。現行の混合セメントにおける混合材の置換率は5～30%であり，まずこの範囲内で合成炭カルの置換率を変
化させたコンクリートを製造し，物性と耐久性を従来のコンクリートと比較しました。

主な結論と今後の展開

廃石膏ボードを原料とした合成炭カルを混合セメント相当に添加したコンクリート（炭カル置換率5～25%，添加量16～
100kg/m3）では，フレッシュ性状と強度を従来のコンクリートと同様に調整できることが分かりました。また，合成炭カ
ルの置換率に関わらず，凍結融解・中性化・塩分浸透抵抗性も材齢28日で圧縮強度を同一（45N/mm2）とした従来のコンク
リートと同等であることを確認しました。
今後は，原料や製造方法が異なる合成炭カルや，より大量の合成炭カルを添加したコンクリート（炭カル添加量250kg/m3

以上）についても調査を進め，CCU材料の合成炭カルを使用したコンクリートの社会実装に貢献します。
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